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MAP用 マグネシウム化合物 マ グ ・ マ ッ プ (紙袋 20 kg)

仁尾興産株式会社は、日召和 50年代にいち早<太陽光発電事業 (イニ尾町太陽博)の一環に取り組むなど、「資源、

エネルギー再生及び有効利用」を経営の基本としています。

そのなか、有効資源であるリンを回収する技術の1つとして、養豚場や下水の汚水処理に使われる MAP法に
着日し、回収剤として iマ P マッフ を開発しました。
【MAPとは】
汚水中には肥料成分であるリン酸、アンモニア、マグネシウム等が含まれており、「マグ・マップ」を添加後

PH調整により (図 1)に示すとおり、リン酸マグネシウムアンモニウム (MAP)を結品として回収する事が
できます。

3成分のうちリン酸とマグネシウムは季節によってそのバランスが異なります。一般的に、夏季はリン酸濃度
が高くなりますので、マグネシウム不足となり結品化が進みません。そこで、マグネシウムを外音βから汚水に

力0え、リン酸とマグネシムとのバランスを整えます。某研究機関によりますと、回収率が 50%から 80%へと

向上し結晶イヒ反応が促進されたデータもあります。

図 1

MAP反応 :Magnesium Ammonium Phosphate(リ ン酸マグネシウムアンモニウム)の略で、次の
化学反応により形成されます。HP042-十NH4・ ttMg2++OH~+6H20→ MgNH4P04 6H20↓  十日20

※外部からマグネシウムを添加し成分ノヽランスを整えます

【マグ・マップのご使用方法】

外部から添加するマグネシウムとして (図 1)に示す様に、「マ

グ・マップ」を下記の方法で30%(W/∨ )溶液をつ<り添加し
て下さい。

【30%(W/∨)溶液のつ<り方】
①「マグ・マップ」を開封し、裏面の表1を目安に製品の中身を

タンクに入れて下さい。

②「マグ・マップJの投入が終われば水 (又はぬるま湯)を注ぎ

よくかき混ぜ 30%溶液をつくります。

写真 |:「マグ・マップ」

製品形状

HPO′ ~

裏面に続く



①マグ・マップ (20 kg) ②水 (L) ①+②完成溶液量 (L)
1袋 (20 kg) 180 310
2袋 (40 kg) 370 630
3袋 (60 kg) 550 940
4袋 (80 kg) 740 1250
5袋 (100 kg) 920 1560
9袋 (1 80 kg) 1660 2810
15袋 (300 kg) 2770 4690
25袋 (5∞ kg) 4620 7820
31袋 (620 kg) 5730 9700

表 1:配合表「比重 :約 123」

マグ・マップの特徴

①形状が均―な微粒子なので容易に水に溶け、作業効率が良くなります。

②開封時や使用の際、微粉の吹き上がりが殆どありませんので、安心して作業ができます。

③不純物が入つていませんので、ポンプの目詰りなど機械トラブルが無<なります。

【30%(W/V)溶 液の使用量】
汚水量の01%を目安に添力0して下さい。(水溶性リン濃度 60mg/リ ットルの場合)
その他、詳細の製品情報や使用上の注意などLl■昼詈.MSDSを ご確認下さい。
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主成分 MgC12・ 6H20
平均粒度 400μ m

かさ比重 10


